

































































































































































（出典）文部科学省? 「平成 ??年度? 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」?
 
? 次に、高校生の自殺の原因、動機についてみてみた。内閣府の「平成 27年版自殺対






































































17.1  16.8  
11.6  

















































































































17.1  16.8  
11.6  
















































































































































年当時は、全体で 90校、内訳は公立の通信制高校が 69校と、私立の狭域 15校、広域
6 校と比べて多い状況であった。しかし、2003 年頃には、公立より私立の学校数が多
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対象：A（大学 1年生 19歳） 
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